
二

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第

百
八
号
）
第
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
病
院
又
は
診
療
所
へ
収
容
し
て
行
わ
れ
る
医
療
に
係
る
医
療

費
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
当
該
年
度
に
お
い
て
沖
縄
県
が
負
担
す
べ
き
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た

額

二

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第

百
八
号
）
第
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
病
院
又
は
診
療
所
へ
収
容
し
て
行
わ
れ
る
医
療
に
係
る
医
療

費
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
当
該
年
度
に
お
い
て
沖
縄
県
が
負
担
す
べ
き
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た

額

三

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
民
間
施
設
に
係
る
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
円
滑
化
対
策

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に

〇
・
四
を
乗
じ
て
得
た
額

三

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
民
間
施
設
に
係
る
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
円
滑
化
対
策

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に

〇
・
四
を
乗
じ
て
得
た
額

四

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
を
行
う
道
府
県
（
当
該
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
道
府
県
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別

交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一

二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

四

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
を
行
う
道
府
県
（
当
該
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
道
府
県
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別

交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一

二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

五

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
事
業
等
（
総
延
長
に
占
め
る
地
下
部
分
の
割
合
が
〇
・
五
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）

を
経
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
（
地
方
団
体
が
そ
の
資
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分
の
一
以
上

を
出
資
す
る
株
式
会
社
を
い
う
。）に
対
す
る
出
資
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
十
年
度
以
降
に
発
行
に
つ

い
て
同
意
又
は
許
可
を
得
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
一
五
を
乗
じ
て
得
た

額

五

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
事
業
等
（
総
延
長
に
占
め
る
地
下
部
分
の
割
合
が
〇
・
五
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）

を
経
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
（
地
方
団
体
が
そ
の
資
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分
の
一
以
上

を
出
資
す
る
株
式
会
社
を
い
う
。）に
対
す
る
出
資
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
十
年
度
以
降
に
発
行
に
つ

い
て
同
意
又
は
許
可
を
得
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
一
五
を
乗
じ
て
得
た

額

六

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
の
生
産
条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
中
山
間
地
域
等
へ
の
直
接
支

払
い
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

か
ら
当
該
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
用
い
た
農
業
行
政
費
に
係
る
補
正
後
の
数
値
に
一
、
五
四
〇

円
を
乗
じ
て
得
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四

捨
五
入
す
る
。）を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た

額

六

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
の
生
産
条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
中
山
間
地
域
等
へ
の
直
接
支

払
い
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

か
ら
当
該
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
用
い
た
農
業
行
政
費
に
係
る
補
正
後
の
数
値
に
一
、
六
〇
〇

円
を
乗
じ
て
得
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四

捨
五
入
す
る
。）を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た

額

七

有
明
海
に
お
け
る
の
り
の
不
作
に
よ
る
被
害
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と

す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

七

有
明
海
に
お
け
る
の
り
の
不
作
に
よ
る
被
害
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と

す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

八

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
係
る
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
投
票
方
法

等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
電
磁
記
録
投
票
法
」
と
い
う
。）第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
選
挙
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
次
に
よ
つ

て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
条
第
四
項
又
は
第
百
二
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
投
票
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
〇
・
三
七
五
を
乗
じ
て
得
た

額
）（
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
の
購
入
等
に
よ
り
当
該
選
挙
に
要
す
る
経
費
の
額
が
当
該
合
算
額
を
著
し
く
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
当
該
超
過
額
の
う
ち
総
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
た
額
を
加
算
し
た
額
）

八

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
係
る
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
投
票
方
法

等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
電
磁
記
録
投
票
法
」
と
い
う
。）第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
選
挙
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
次
に
よ
つ

て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
条
第
四
項
又
は
第
百
二
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
投
票
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
〇
・
三
七
五
を
乗
じ
て
得
た

額
）（
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
の
購
入
等
に
よ
り
当
該
選
挙
に
要
す
る
経
費
の
額
が
当
該
合
算
額
を
著
し
く
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
当
該
超
過
額
の
う
ち
総
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
た
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

電
磁
記
録
投
票
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
る
区
域
内
の
投
票
所
数
に
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

電
磁
記
録
投
票
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
る
区
域
内
の
投
票
所
数
に
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額

当
該
区
域
内
の
一
投
票
所
当
た
り
の
平
均
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

額

当
該
区
域
内
の
一
投
票
所
当
た
り
の
平
均
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

額

千
五
百
人
未
満

三
十
三
万
円

千
五
百
人
未
満

三
十
三
万
円

千
五
百
人
以
上
三
千
人
未
満

五
十
二
万
円

千
五
百
人
以
上
三
千
人
未
満

五
十
二
万
円

三
千
人
以
上
四
千
五
百
人
未
満

七
十
七
万
円

三
千
人
以
上
四
千
五
百
人
未
満

七
十
七
万
円

四
千
五
百
人
以
上

百
二
万
円

四
千
五
百
人
以
上

百
二
万
円
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